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【都心域】 
・金融やライフサイエンス拠点等の 
 集積により国際競争力を発揮 
・臨海部の開発の進展により南側 
 に広がりを持つ 
 
【多摩広域拠点】 
・概成する圏央道やリニア橋本駅
の整備、大学や企業の集積等を活
かし新たな産業価値を創造 

医療、科学技術関連分野等の機能 

北関東自動車道周辺のメーカー 
物流施設の集積を意識した 
物流ネットワークを形成 

被災地方面へのアクセス 
および茨城港等との連携 

行政機能やイベント機能等 

業務・商業・MICE等の機能 

房総への玄関口や 
エネルギー供給等の機能 

業務・商業・生産・MICE等の機能 

・概成する圏央道やリニア橋本駅 
 の整備、大学や企業の集積等 
 を活かし新たな産業価値を創造 

(仮)新産業創生域 

(仮)自然環境共生域 

(仮)都市環境共生域 

・金融やライフサイエンス拠点等   
 の集積により国際競争力を発揮 
・臨海部の開発の進展により南側 
 に広がりを持つ 

(仮)都心域 

圏央道による 
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(仮)都心連携域 
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• 完成した道路や鉄道の骨格インフラにより、人・モノの交流がさらに活発化し、東京圏の活力を生み出すだけでなく、4つの空港の役割分担や京浜
三港連携などが促進され、日本各地及び世界へ様々な効果が波及 

• 都心域と多摩広域拠点がそれぞれ自立した機能を発揮するとともに、交通インフラで結ばれ、すべての人が自由に住み・働き・憩う場を選択し、活
躍できる交流機能を誘導。 

千葉（木更津） 
広域拠点 

千葉 
（幕張新都心） 
広域拠点 

３大都市圏の 
大交流軸 


